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１．ログイン・ログアウト 

（１）ログイン概要 

積立貯蓄・財形サポーターへのログインには、①Secure Matrix（第一認証）画面・②第二認証画面

の、２段階での認証が必要となります。下記のＵＲＬからログインします。 

ＵＲＬ：https://www04.smtb.jp/TSUPPORTLOGIN/ 

 

（２）ログイン方法（初回） 

・Secure Matrix（第一認証） 

以下のとおり入力操作を行います。 

 

① 積立貯蓄・財形サポーターのログイン画面が表示されます。 

ログインボタンをクリックします。 

 

② Secure Matrix（第一認証）画面に切り替わります。 

「積立貯蓄・財形サポーターにかかるユーザＩＤ等のご連絡」に記載の「ユーザＩＤ」を入力し、 

ログインボタンをクリックします。 

 

第３章 各種機能・メニュー項目 

 

 

 

クリック 

ユーザ ID を入力 

クリック 

https://www04.smtb.jp/TSUPPORTLOGIN/
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③ 初期パスワード入力画面が表示されます。 

「積立貯蓄・財形サポーターにかかるユーザＩＤ等のご連絡」に記載の「Secure Matrix（第一認証）初期

パスワード」を入力し、OK ボタンをクリックします。 

 

 

④ 第一認証パスワード変更へ進みます。 

次へボタンをクリックします。 

※斜線部にお使いのユーザ ID が表示されますので、ご自身のユーザ ID であることをご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 

「Secure Matrix（第一認証）

初期パスワード」を入力 

ユーザ ID を 

確認 
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⑤ マトリクス表が表示されます。 

登録したい「位置」に表示されている数字をパスワード欄に入力し、OK ボタンをクリックします。 

※例えば、下記の「位置情報」を登録する場合、❶～❹に表示された数字を順番どおり入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ マトリクス表が更新されます。 

⑤で登録した「位置」に表示されている数字を入力し、OK ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

➊ ➍ ➌ ➋ 

クリック 

クリック 

例： 「39230808」を入力 

例： 「40573374」を入力 

 

・第一認証パスワードとして、８文字以上の「位置情報」を登録してください。 

・システム上、登録できない「位置情報」があります。詳細は「第３章 ５.パスワード変更」をご参照ください。 

注意 

➊ ➋ ➌ ➍ 
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⑦ 登録する「位置情報」の確認画面が表示されます。 

「位置情報」として登録しない箇所には、「０」が表示されます。 

「位置情報」として登録する箇所には、入力する順序が表示されます。 

登録する「位置情報」を確認後、OK ボタンをクリックします。 

 

 

 

第二認証 

Secure Matrix（第一認証）が完了したら、下記に従ってログイン（第二認証）を行います。 

① 「積立貯蓄・財形サポーターにかかるユーザＩＤ等のご連絡」に記載の「ユーザＩＤ」「第二認証 初期

パスワード」を入力し、ログインボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

「第二認証初期 

パスワード」を入力 

クリック 

ユーザ ID を入力 
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② 自動的にパスワード変更画面が表示されますので、第二認証パスワードの変更操作を行います。 

第二認証初期パスワード・新しく変更する第二認証パスワードを入力し、決定ボタンをクリックします。 

※斜線部にお使いのユーザ ID が表示されますので、ご自身のユーザ ID であることをご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ パスワード変更が完了すると、下記の変更完了画面が表示されます。 

引き続き積立貯蓄・財形サポーターをご利用の方は、業務ログインへ戻る をクリックします。 

クリックするとログイン画面が表示されますので、再度新しい第二認証パスワードを入力します。 

 

③新しい「第二認証パスワード」

を再入力 

②新しく変更する「第二認証パ

スワード」入力 

① 「第二認証初期パスワー

ド」入力 

④クリック 

 

・第二認証パスワードは６文字以上１２文字以内で、最初の６文字内に少なくとも２つの異なるアルファ

ベットと１つの数字を含む形で設定してください。 

・第二認証パスワードに利用可能な文字は、半角英数字のみとなっています。 

注意 

クリック 

ユーザ ID を 

確認 
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（３）ログイン方法（２回目以降） 

・Secure Matrix（第一認証） 

以下のとおり入力操作を行います。 

 

① 積立貯蓄・財形サポーターのログイン画面が表示されます。 

ログインボタンをクリックします。 

 

 

② 「積立貯蓄・財形サポーターにかかるユーザＩＤ等のご連絡」に記載の「ユーザＩＤ」を入力し、 

ログインボタンをクリックします。 

 

 

 

③ パスワード入力画面が表示されます。 

勤務先さまにて登録した「位置」に表示されている数字を「パスワード」欄に入力し、OK ボタンをクリック

します。 

クリック 

ユーザ ID を入力 

クリック 
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・第二認証 

Secure Matrix（第一認証）が完了したら、「ユーザＩＤ」と勤務先さまで登録した「第二認証 パスワード」

を入力し、ログインボタンをクリックします。 

 

 

 

 

クリック 

「第二認証パスワード」

を入力 

クリック 

登録した「位置」に 

表示されている数字を入力 

ユーザ ID を入力 

 

・第二認証パスワードを５回誤入力すると、使用が停止されます。その場合、パスワードの再発行手続

きを行ってください（「第２章 ４．パスワードの再発行手続き」をご参照ください）。 

注意 

 

・第一認証画面でパスワードを３回誤入力すると、アカウントロック状態となり、第一認証画面に「アタックロ

ックがかかっています。システム管理者に連絡して下さい。」と表示されます。アカウントロック状態は毎時

０４分、３４分に自動解除されますが、自動解除後にパスワードを１回誤入力すると再度アカウントロックと

なります。お急ぎでアカウントロック解除を希望される場合は、ライフアドバイザリー部までお電話ください。 

・第一認証パスワードを失念した場合はパスワードの再発行手続きを行ってください（「第２章 ４．パスワ

ードの再発行手続き」をご参照ください）。 

 

注意 
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（４）ログアウト 

積立貯蓄・財形サポーターのログアウト方法については以下のとおりです。 

 

操作手順 

① 積立貯蓄・財形サポーターの各画面右上にあるログアウトをクリックします。 

 
② ログアウトすると下記の画面が表示されログアウトが完了します。 

③ 再度ログインしたい場合は、 ログイン画面へをクリックすると、積立貯蓄・財形サポーターのログイ

ン画面に戻ります。 

 

 

 

 

クリック 

クリック 

⇒積立貯蓄・財形サポーターの

ログイン画面へ 

 

・ログアウト後、３０分以内に再度ログインする場合は、第一認証画面が表示されません。第二認証画面

からログインしてください。 

注意 
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２．TOP 画面 

ログイン後、最初に TOP 画面（スケジュール）が表示されます。 

 

 

 

 

（１）サポーターＩＤ・勤務先番号・勤務先名・ユーザＩＤ・ユーザ名 

ログインしたユーザの情報が表示されます。 

 

（２）メニュー 

それぞれの項目をクリックすると各取引画面に遷移します。 

※各メニュー項目の詳しい使い方については、実務編をご参照ください。 

 

 

（３）お知らせ 

（１）サポーターＩＤ・勤務先番号・勤務

先名・ユーザＩＤ・ユーザ名 （２）メニュー 

（５）前回ご利用日時 

（４）スケジュール 

（７）ログアウト 

T1000000  12345  ××株式会社 
T0000000 信託太郎 
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（３）お知らせ   ※サポーターログイン時に必ずご確認ください。 

・当社からのお知らせが表示されます。 

・お知らせを配信した旨のメールが、登録頂いたメールアドレス宛に届きますので、メールが届いたら

積立貯蓄・財形サポーターにログインの上必ずお知らせをご確認ください。 

・ＴＯＰ画面には上位３件（重要度・新着順）のお知らせが表示されます。 

・過去のお知らせの内容を確認する場合は、お知らせ一覧をクリックしてください。 

※掲載期間の終了したお知らせは、表示されなくなります。 

 

（４）スケジュール 

・当月の事務スケジュールが表示されます。 

・当日部分は黄色で表示されます。 

・平日は白色、土日・祝日は灰色で表示されます。 

・登録したい日付をクリックすると、任意のスケジュールが登録できます。予定登録ボタンでも登録が

可能です。（※登録権限のあるユーザのみ、スケジュール登録が可能です。） 

・将来のスケジュールは、７ヶ月先まで登録できます。 

予定登録に関する詳細は、「第３章 ３．スケジュール・お知らせ （２）任意のスケジュール登録」をご

参照ください。 

 

（５）前回ご利用日時 

・前回ログインした日時が表示されます。 

(例) ２０２３／０２／１３ １２:００ 

初回の場合は「初回ログイン」と表示されます。 

※ 万一、第三者による不正なログインだと思われる痕跡があった場合は、当社あてご連絡ください。 

 

（６）ログアウト 

・ログアウトをクリックすると、積立貯蓄・財形サポーターは終了します。 

 

メニュー 機 能 

TOP 画面 

（スケジュール） 

定例事務を表示します。任意でスケジュールを登録していただくこともできま

す。 

お手続きはこちら 現在お手続きが可能な定例事務等を一覧表示します。 

修正後のデータ送信 加入申込データ・積立データ等の送信を行います。 

お手続き履歴 データファイル送信結果を表示します。 

ご参考データ 加入申込データの受付状況の確認等が行えます。 

マニュアル・編集ツール 職域事業主 WebSite を表示します。職域事業主 WebSite では、各種マニュア

ル、各種データの編集ツール、サポーター 関連帳票、加入者様用の「積立貯

蓄手続きガイド」、各種お問合せ先、よくあるお問合せをご覧いただけます。 

パスワード変更 パスワード変更を行います。 
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３．スケジュール・お知らせ 

（１）スケジュール機能の概要 

スケジュールには、積立貯蓄・財形手続きにおいて定例的に行っていただく事務項目があらかじめ登録

されていますが、勤務先さまが任意にスケジュールを追加登録することも可能です。 

また、当社から勤務先さまへの連絡事項がある場合には、お知らせ欄にその内容を掲載します。 

 

登録済み定例事務項目 

定例事務項目 内容 

積立日 給与積立日（＝毎月の入金日）が登録されています。 

積立データ送信締切日 給与積立日の５営業日前が登録されており、積立データ（給与）の送信締

切日となっています。この日を過ぎると、お手続き可能データ詳細画面にて

「修正なし登録」が出来なくなります。 

控除データ（給与）作成

予定日 

給与分の控除データ作成日です。 

控除データ（賞与）作成

予定日 

賞与分の控除データ作成日です。（賞与積立のない制度の場合は作成さ

れません） 

奨励金データ作成予定

日 

奨励金データ作成日です。（奨励金制度のない場合、もしくは特定の奨励

金制度によっては作成されません） 
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（２）任意のスケジュールの登録 

ＴＯＰ画面（スケジュール）では、積立貯蓄・財形制度の事務スケジュール（定例事務項目以外のスケ

ジュール、例えば社内締切日等）をスケジュールに登録することができます。 

※登録されたスケジュールについては、当社でも内容を閲覧することができるため、プライベートなスケ

ジュール等については登録しないでください。 

 

スケジュールの登録 

① トップ画面右上の予定登録または登録したいスケジュールの日付をクリックします。  

⇒「スケジュール」登録画面が表示されます。 

 

①いずれかを 

クリック 
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② スケジュールの件名を登録します。（入力は全角のみ、３０文字まで入力可能です） 

 

③登録したいスケジュールの日程や内容を登録します。 

a．指定日：登録したいスケジュールが１日のみの場合「指定日」を選択し、日付を入力します。 

（yyyy/mm/dd  例 ２０１２／０１／２０） 

b．定期指定：登録したいスケジュールが定期的に繰り返す内容の場合、「定期指定」を選択します。 

・実施月：登録したい月を選択します（複数選択可能）。 

・実施日：週・曜日指定：毎週または○週目、曜日を選択します。 

日付指定：登録したい日付を選択します。 

・期間：登録するスケジュールの開始日と終了日を入力します（yyyy/mm/dd）。 

・非営業日への表示：登録したスケジュールが非営業日に当たった際、どのように表示するかを設定

し、登録することができます。 

c．内容：登録したいスケジュールについて内容を記載します。（１，０００文字まで） 

 

④複数の勤務先さまの事務取り纏め先として登録されている勤務先さまは、同一サポーターＩＤを利用さ

れている各勤務先さまの画面に同じスケジュールを表示させることができます。 

スケジュール表示の他、スケジュール登録を知らせるメール（登録したスケジュールの当日に送信されま

す）を発信する場合には、メール送信範囲を選択します。 

 

⑤スケジュールの登録が終了したら、確認ボタンをクリックしてください。 

 

 

② 

 

③ 

④ 

⑤ 

ａ 

ｂ 

ｃ 
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登録内容の確認 

⑥登録した内容に誤りがある場合、修正するボタンをクリックし、修正します。 

⑦登録した内容に問題がなければ、決定ボタンをクリックします。 

 

   

 

    

 

 

 

 

 

 

スケジュールの登録完了 

⑧ＴＯＰへ戻るボタンをクリックすると、ＴＯＰ画面（スケジュール）が表示され、登録された日付に 

スケジュールの件名が表示されます。 

   

 
 

⑥ ⑦ 

⑧ 
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（３）お知らせ機能 
ＴＯＰ画面（スケジュール）のお知らせ欄には、当社からのお知らせが３件まで表示されます。 

 

お知らせ内容表示の優先順位 

お知らせの内容によって下記の通り区別があり、優先順位の高い順（「緊急」→「重要」→「必読」 

→「参考」→「表示なし」）に表示されます。 

新着のお知らせがある場合には、右側に「ＮＥＷ！」の表示がされ、上位に表示されます。 

また、新着のお知らせを配信した際は、登録のメールアドレス宛にご案内メールを送信しております。 

 

   

   

 

 

 

 

 

表示 お知らせ内容 

緊急 至急、確認が必要なお知らせを掲載しています。 

重要 緊急性はありませんが、重要なお知らせを掲載しています。 

必読 重要度にかかわらず、必ず確認が必要なお知らせを掲載しています。 

参考 参考に送付するお知らせを掲載しています。 

表示なし その他 
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お知らせの確認方法 

①確認したいお知らせのタイトルをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②お知らせの詳細内容が表示されます。 

お知らせ内容に添付ファイルがある場合は、添付ファイル欄にファイル名が表示されますので、 

ファイル内容をご確認ください。 

 

① 
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TOP 画面（スケジュール）のお知らせ欄に表示されていないお知らせの確認 

①お知らせ一覧をクリックします。 

⇒「お知らせ一覧」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②お知らせ内容に添付ファイルがある場合は、添付欄に「あり」が表示されますので、ファイル内容をご

確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
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キーワード検索 

調べたいお知らせのキーワードを全角で入力し、検索ボタンをクリックしてください。検索したキーワード

がタイトルまたは内容に含まれるお知らせが表示されます。 

 

 

 

 

  



【システム編】 第３章 各種機能・メニュー項目 
 

48 
 

４．マニュアル・編集ツール 

メニュー項目の「マニュアル・編集ツール」をクリックすると、職域事業主 WebSite が表示されます。職域

事業主 Website では、各種マニュアル・各種データの編集ツール等を参照いただけます。 

参照方法は以下のとおりです。 

①メニュー項目のマニュアル・編集ツールをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「外部サイトに接続しようとしています。よろしいでしょうか？」とメッセージが表示されます。 

OK をクリックします。 

 

 

クリック 

クリック 
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③職域事業主 WebSite 内の参照したい項目のセルをクリックすると、リンクが表示されます 

 

 

 

④「カテゴリ」を選択します。（画面例では「サポーターのお手続き」を選択） 

 

 

クリック 

 

 

セルをクリックする表示されます 

クリック 
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５．パスワード変更 

積立貯蓄･財形サポーターにログインするパスワードを変更する方法は以下のとおりです。 

※初回ログイン時のパスワード変更については、「第３章 １.ログイン・ログアウト （２）ログイン方法

（初回）」をご参照ください。 

 

（１） Secure Matrix（第一認証） パスワード変更 

① 下記の URL からパスワードを変更します。 

ＵＲＬ：https://www04.smtb.jp/TSUPPORTLOGIN/ 

 

② 積立貯蓄・財形サポーターのログイン画面が表示されます。 

ログインボタンをクリックします。 

 

 

③ Secure Matrix（第一認証）画面に切り替わります。 

「ユーザＩＤ」を入力し、パスワード変更ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

クリック 

ユーザ ID を入力 

クリック 

https://www04.smtb.jp/TSUPPORTLOGIN/
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④ パスワード入力画面が表示されます。 

現在使用している「Secure Matrix（第一認証）パスワード」を入力し OK ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 第一認証パスワード変更へ進みます。次へボタンをクリックします。 

※斜線部にお使いのユーザ ID が表示されますので、ご自身のユーザ ID であることをご確認ください。 

 

クリック 

クリック 

現在使用している「Secure Matrix 

（第一認証）パスワード」を入力 

 

・第一認証パスワードを３回誤入力すると、アカウントロック状態となり、第一認証画面に「アタックロック

がかかっています。システム管理者に連絡して下さい。」と表示されます。アカウントロック状態は毎時０

４分、３４分に自動解除されますが、自動解除後にパスワードを１回誤入力すると再度アカウントロックと

なります。お急ぎでアカウントロック解除を希望される場合は、ライフアドバイザリー部までお電話くださ

い。 

第一認証パスワードを失念した場合は、パスワードの再発行手続きを行ってください（「第２章 ４．パス

ワードの再発行手続き」をご参照ください）。 

注意 

ユーザ ID を 

確認 
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⑥ マトリクス表が表示されます。 

新たに登録したい「位置」に表示されている数字をパスワード欄に入力し、OK ボタンをクリックします。 

※例えば画面例の「位置情報」を新たに登録する場合、❶～❹に表示された数字を順番どおり入力しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

例： 「11119374」を入力 

 

・第一認証パスワードとして、８文字以上の「位置情報」を登録してください。 

・第一認証パスワードは、過去５回に遡って同じものは使用できません。 

・以下の「位置情報」は登録いただけません。 

 

 

注意 

➍ ➌ ➋ ➊ 

●  ● ● ● ● 
● 

● ● ● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● ● 

● ● ● 
● 
● 
● ● ● ● 
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⑦ マトリクス表が更新されます。 

前頁⑥で登録した「位置」に表示されている数字を入力し、OK ボタンをクリックします。 

 

 

⑧ 登録する「位置情報」の確認画面が表示されます。 

「位置情報」として登録しない箇所には「０」が表示されます。 

「位置情報」として登録する箇所には、入力する順序が表示されます。 

登録する「位置情報」を確認後、OK ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 

例： 「23454761」を入力 

➋ ➊ ➌ ➍ 
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（２）第二認証 パスワード変更 

メニュー項目からパスワード変更をクリックするとパスワード変更画面が表示されます。 

 

パスワード変更内容の入力 

①現在使用している第二認証パスワードを入力してください。 

②新しく変更する第二認証パスワードを下記の注意事項を確認のうえ、入力してください。 

③確認のため②と同じパスワードを入力してください。 

④決定ボタンをクリックすると第二認証パスワードが変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③新しい「第二認証パスワード」

を再入力 

②新しく変更する「第二認証パ

スワード」入力 

①現在の「第二認証パスワー

ド」入力 

④クリック 

 

・第二認証パスワードは６文字以上１２文字以内で、最初の６文字内に少なくとも２つの異なるアルファベッ

トと、１つの数字を含んでください。 

・第二認証パスワードに利用可能な文字は、半角英数字のみとなっています。 

・第二認証パスワードは、過去３回に遡って同じものは使用できません。 

・第二認証パスワードを失念した場合はパスワードの再発行手続きを行ってください（「第２章 ４．パスワ

ードの再発行手続き」をご参照ください）。 

 

注意 



【システム編】 第３章 各種機能・メニュー項目 
 

55 
 

⑤パスワード変更が完了すると、下記の変更完了画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 


